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中下裕子・今こそ、日本中の良心を国民会議に結集し、バックラッシュをはね返そう！
第７回総会報告
総会記念講演会報告・「子どもの健康が危ない！～子ども環境保健法（仮称）の制定をめざして～」
菊地美穂・財務報告
立川涼・高知県でこども条例が成立
国際市民セミナーを共催・化学物質汚染のない世界をめざしてＥＵの新しい化学物質規制-ＲＥＡＣＨ
神山美智子・ＢＳＥ全頭検査廃止とアメリカ牛肉輸入再開問題
森谷隆．“現代”医薬品の水資源汚染拡大とその原因について
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今こそ、日本中の良心を国民会議に
～国民会議第６年度の活動報告と次年度

１ 。 ダ イ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 問 題 へ の バ

ッ ク ラ ッ シ ュ

第６年度は、ダイオキシン・環境ホルモン問題に

対するバックラッシュの動きが一段と顕在化した年

でした、「ダイオキシン・環境ホルモン問題は終わっ

た。空騒ぎだったのだ」という声をよく耳にするよ

うになりました。

しかし、アトピーやぜん息、花粉症などのアレル

ギーは増加し続け、今や国民の３５．９％もが症状を訴

えています。また、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動

障害（ＡＤＨＤ）、高機能自閉症などと考えられる児

童が６．３％もいることが文科省の調査で判明していま

す。こうした現象の直接的・間接的原閃のひとっと

して化学汚染の彫響が疑われているのです。決して

問題が終わった訳ではなく、むしろますます深刻化

しているといっても過言ではありません。

国民会議は、こうしたバックラッシュにひるむこ

となく、真に問題が解決されるまで、粘り強く運動

を続けたいと思います。ある意味で、国民会議の真

価が問われている時だと思います。今こそ、国民会

議は、真の問題解決を願う人々の核となって、これ

らの人々の力を結集し、物言えぬ野生生物と次世代

の子どもに成り代わって、彼らが安全かつ安心して

生まれ育つことのできる環境を取り戻すための政策

を実現させなければなりません。ピンチは同時にチ

ャンスでもあります。皆さんの周囲の一人でも多く

の方々に国民会議の活動の趣旨をお知らせし、共に

活動に加わって下さるようお勧めして下さい。現在、

会員数は１５７０名ですが、お一人、お一人が新たな会

員を一人増やして頂ければ、会員数は３０００名になり

ます！今こそ、口水中の良心を国民会議に結集しま

しょう！

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏ１３２

会貝の皆様が、国民会議の歴史的使命を自覚され、

なお一屑のご支援・ご協力を賜りますよう、心から

騏 っ て お り ま す。

２ 。 第 ６ 年 度 の 主 な 活 動

第 ６ 年 度 の 主 な 活 動 は 以 下 の 通 り で す。

（１）ブックレットの作成

お蔭様で、ブックレット①「化学汚染から子ども

を守る」、②「食品のダイオキシン汚染」は好評で、

各１０００部ずつ増刷しました。ブックレッＩヽ第３弾

「知らずに使っていませんか？一家庭用品の有害物質
- 」 も 刊 行 し 、 記 念 講 演 会 を 開 催 し ま し た。

（２）予防原則プロジェクトチームの設置

予防原則の日本での導入・適川を実現するために

予防原則プロジェクトチームを設置しました。調査

研究を行うとともに、学習会を開催し、周知啓発活

動に取り組んでいます。その成果をまとめたブック

レットも発行する予定です。

（３）容器包装リサイクル法改正運動

「容り法改正ネットワーク」に参加して改１ミ実現

を目ざした活動を行いました。お蔭様で署名は約１００

万名集まりました。改正の市民案の作成にも取り糾

ん で い ま す。

（４）イ也のＮＧＯとの連携強化

ネットワークを形成したり、共催で学習会を開催

し ま し た。

（５）組織拡大

この１年問で、新たな会貝が１１３名増加しましたが、

退会費もおり、総会員数は１５７０名と足踏み状態でし

た 。



結集１．、、バｊｚクラッシュ；Ｓｌｒはね返そう
の活動方針～

：（２００３年）

ｉ１０月１４日パール・ロザンダー氏講演会［毒物

のない環境を次世代に手渡すために～

スウェーデン、ＥＵの化学物質政策～」

開催

：１０月２５日オーフス・ネット設立総会Ｆどこま

で進んだ市民参画一オーフス条約は日

本の環境・公共政策をどう変えられる冽

ｉ１０月２８日Ｆセンス・オブ・ワンダー」清里フ

： ォ ー ラ ム ２ ０ ０ ３ ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催

：１１月８日国民会議総会・５周年記念シンポジ

ウム「毒物のない社会をめざして」開催

ｉ１２月１１日～１２月１３日

出展

エ コ プ ロ ダ ク ツ ２ ０ ０ ３

：（２００４年）
：５月８日［有害物質削減ネットワーク］（Ｔウ

オッチ）ＮＰＯ法人設立総会
５月２８日ダイオキシン・環境ホルモン内部学

習会開催
６月２３日学習会「予防原則とは何か」共催
フ月３日講演会「塩ビとフタル酸エステルの

昨今」共催

：８月２８日～２９日「市民のためのわかりやすり

疫学セミナー」共催

９月１１日国民会議ブックレット③［知らずに

使 って い ま せ ん か？ 一 家 庭 川 品 の 有 害

物質］出版記念誹演会開催

３ 。 第 ７ 年 度 の 活 動 方 針

前述のとおり、第７年度は、会貝拡大と組織基盤

の強化を重点課題として取り紐みたいと考えていま

す。是非、皆様のご協力をお願いします。

・
習
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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事 務 局 長 中 下 裕 子

また、「子ども環境健康法」制定運動については、
総会後、戦略会議を開いて検討した結果、より大き
く団結し、国民的世論を喚起するために、「子ども基

本法」の立法提言を行い、その中に盛り込むことに
なりました。近々、起草委員会を立ち上げる予定で
す。ご関心のある方は事務局までご連絡下さい。
その他、以下のような活動を予定しています。
（１）地方セミナーの開催
２００４年１２月１１日岡山、２００５年２月２６ロ佐賀でセミ

ナーの開催を予定しています。
（２）ブックレット④「予防原則の適用を求めて」
（仮題）の刊行、提言作成

（３）容り法改正実現に向けた取り組み
（４）食品の化学物質汚染状況の調査研究、提言

（５）ＰＯＰｓ条約発効、第１回締約国会議開催に向け
た提言、啓発活動

（６）Ｆ医療廃棄物の非焼却処理」の翻訳、出版

会員継続と会費納入・歳末カンパのお願い
新年度に移行し、会費のご請求をさせていただ
いております。皆様には、是非、会員のご継続と

会費の納人をよろしくお願い申し上げます。
第６年度は、多額の助成金（２００万円）が支給さ
れましたので、何とか赤字を計上せずにすみまし
たが、第７年度には厳しい状況です。是非、この

機会に少しでもカンパをお寄せいただければと願
っております。何卒、よろしくお願い申し上げま
す。なお、カンパのお振り込みは、年会費お振り
込み用に同封しました郵便局での振込用紙をお使
い下さい。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１３２０



第７回総会報告

綸イ

２００４年１１月６日、環境パートナーシップオフィスで、第７回総会を開

催しましたので、その様子をご報告します。

め ４
／
Ｌ
Ｘ

中下事務局長

各 プ ロ ジ ェ ク ト か ら の 報 告

中下事務局長からの第６年度の活動報告と第７年

度の活動方針についての説明にひきっづき、子ども

プロジェクト、食品プロジェクト、医療器材問題プ

ロジェクト、フタル酸エステル類問題プロジェクト、

環境教育プロジェクト、家庭用品プロジェクト、容

器リサイクル法改正プロジェクト、環境ホルモンプ

ロジェクトの各担当者がプロジェクトの進捗状況や

今後の活動予定について報告を行いました（中下事・

務 局 長 の 報 告 、 各 プ ロ ジェ ク ト の 内 容 に つ いて は、

２、３ページに掲載）。

会貝の皆さんから、それぞれのプロジェクトに対

する意見や質問をいただきました。たとえば食品プ
ロジェクトについては、「カドミウムや水銀を俊先す

べき」「鉛の食品汚染も心配」などのコメントがあり

ました。どのプロジェクトにも会貝の皆さんは参加

できますので、ご興昧があるプロジェクトがある方

は事務局までご連絡ください。

国 民 会 議 に 期 待 す る こ と 一 会 場 か ら の 意 見

国民会議の今後の活動のあり方について、会場の

皆さんと心見交換を行いました。いただいた意見の

いくつかをご紹介します。

＊環境ホルモン問題にバックラッシュが起こってい

ることについて、現場の研究者も危機感を持ってい

る。そのような研究者と提携して、議論を盛り上げ

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ、３２

て いくことがＮＧＯに期待されている。

＊２００７年に横浜でダイオキシン国際会議が開かれる。

世界からの参加者に対して、日本の状況をＮＧＯと

してアピールすべきだし、コミュニケーションのた

めには、まずは情報を発信することが必要であろう。

国民会議としても、ダイオキシン国際会議の機会を

利 用 す べ き だ。

＊ 渡 辺 正 氏 の 反 ダイ オ キ シ ン 本 が 出 版 さ れ た 時 に、

時を失せず、反対声明を出すべきだったのではない

か。ジャーナリズムに取り上げられるためには、タ

イ ミ ン グ が 重 要 だ。

＊化学物質の凹題は、全国で国民的に取り組むべき

問題である。東京だけでなく、全国に出前講座など

に出かけて、重要な問題について伝えていくような

活 動 を 期 待 す る。

第 ６ 年 度 会 計 報 告

菊地事務局次長より、第６年度の会計の報告が行わ

れました。（７、８ページ参照）

／Ｘ／

- 、 Ｉ な り ・ φ ｓ

-

菊地事務局次長

最後に、国民会議を全国的な活動にするためにも

会員拡大が重要なテーマであり、会貝を今年度中に

２０００名（現在１５７０名）まで増やすことを目指してい

るので、皆さんにも協力してほしいと中下事務局長

から力強い呼びかけがありました。



総会記念講演会報告

「子どもの健康が危ない！～子ども環境
保健法（仮称）の制定をめざして～」

国民会議は１１月６日、総会に引き続き、「子どもの
健康が危ない！～子ども環境保健法（仮称）の制定を
めざして～」というテーマの記念講演会を開催し、国

民会議代表の立川涼氏、東京大学神経化学総合研究所
客貝研究貝で医学博士の黒田洋一郎氏、国民会議副代
表で千葉大学医学部教授の森千里氏にお話いただきま
した。以下に、講演の内容をご報告します。

国民会議のこれから
代 表 立 川 涼

化学物質問題というのは古くて新し
いもので、常に新しい問題が出てき

ています。そして、新しい化学物質

問 題 が 出 てくる に 従 って、 新 し い 政

治的、社会的対応が必要となるという

認識が、世界的な流れとしてはっきりとしてきていま

す。世界的に化学物質に対する関心も確実に高まって

きています。

例えば、中国では、ビジネスを見越した化学物質や

ダ イ オ キ シ ン ヘ の 対 応 が 進 ん で い ま す 。 ま た、

防ｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ１１１ＳｃｉｅｎｃｅａｎｄＴ（ｌｃｈｎ（）Ｉ（）ｇｙ」という環境科学

の権威のある雑誌でも、論文の半分は化学物質問題で

占められています。世界の流れは間違いなく化学物質

に関心が高まっているのです。

日木でも、環境化学会の研究発表では４５０中３５０がダ

イオキシンや人工化学物質に関するものでした。しか

し、日本では総合科学技術会議が人工化学物質に関す

る予算をカットしたため、今後、目本の研究にブレー

キがかかることは避けられません。
一方、アメリカのブッシュの環境政策はひどいもの

で、例えば、ＲＥＡＣＨに対するホワイトハウスの態

度表明は、化学産業界の出した要望書と全く同じもの

でした。しかし、こんな状況はそれほど続かないので

はないかと思います。何故なら、［Ｌｔ界的には問違いな

く化学物質に関心を高めているからです。アメリカも

この動きを無視することはできないでしょう。

ＥＵは、ＲＥＡＣＨによって従来のコンセプトを変

えた化学物質の規制をやろうとしています。今のシス

テムでは、化学物質の毒性の結論を出すことは非常に

難しい。というのは、様々な利害関係者が関わってい

る民主的な組織になっているため、意見がなかなかま

とまらないのです。また、最近盛んなリスクアセスメ

ントについても、リスクが科学的にわかるという前捉

の上で成り立つものです。しかし、実際にはリスクそ

のものが不確定なのです。このような状況にいかに対

応していくかというときに、予防原則やＲＥＡＣＨと

いう新たなアプローチが出てきたわけです。

ＲＥＡＣＨが目指すのは「１物質１ルール」です。

現在は、物質それぞれで法律の所管も規制も違うため、

望ましい判断もなかなかできないし、意思決定も遅れ

ています。ＲＥＡＣＨでは、役所の縦割りに惑わされ

ず意思決定をスピーディーに無駄なくできるようにな

ります。日本でもＲＥＡＣＨに対応するような本格的

な取組みがこれから必ず必要とされてくるでしょう。

修正と変革は違います。修正は現実から少しずつ手

直しをして対応をしていくものですが、今、化学物質

問題はそういう対応方法では限界が来ています。シス

テムの修正ではなく変換へと、抜木的にアプローチを

変えなければなりません。変革は現実からスタートす

るわけにはいきません。現実からスタートすれば、必

ず現実が足をひっぱるからです。そうではなく、将来

の理想を最初に掲げて、その後で具体化を図るという

ことが必要です。

例えば、東京都の狛江市は「ごみ半減審議会」とい

うものを作りました。これは行政の公式な審議会とし

ては珍しい。ごみ半減なんてできないと考えます。ま

た、徳島県の上勝町では、「ごみゼロ宣言」をして非

ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲＶｏｌ３２０



常に評判になり、多くの自治体、ＮＰＯや市民などが

視察に訪れています。このような収糾みによって現実

が激しく動くということがあるのです。

化学物質問題の抜本的前進のためには、アナウンス

メント効果として最初から理想を掲げるというこが有

効だと考えています。変革４こ４ま変革にふさわしいやり

方があり、長期的な視野も・ＩＺヽ要です。そのためには、

政策形成に国民が参画していくことが重要です。ＮＰ

Ｏの役割も大きくなってきています。行政もＮＰＯや

市民抜きでは動かない、政策形成と実行ができないと
いう時代がもう目の前まで来ています。

環 境 化 学 物 質 の 脳 へ の 影 響
～発達障害の子どもたちに何か起こって
い る か ～
ＰＣＢ、農薬（殺虫剤、除草剤）などによる脳の発
達に重要な遺伝子の働きの撹乱

黒 田 洋 一 郎 氏
（東京都神経科学総合研究所・ＣＲＥＳＴ）

今、日本でもアメリカでも学習障害

（ＬＤ）、注意欠陥多面性障害（ＡＤ

ＨＤ）、高機能自閉症、アスペルガー

症候群などの怪い発達障害が増えて
います。対人・社会行動障害（切れや

すい、引きこもりなど）、了育て行動障害

（児童虐待など）、若年性痴呆など、発達障害が原因で

ある可能性があるものも社会問題化しています。アメ

リカでは１９６０年ごろから増え始め、ＡＤＨＤだけでも

全学童の６％～１０％、日本の文部科学省が去年発表し

た調査では、全学童の６．３％がこのような発達障害を

持 って い る ら し い こ と が わ か り ま し た 。 こ れ に は、

様々な化学物質環境や、家庭や学校などの社会的な環

境が影響していると考えられ、広い意味での複合汚染

と い え ま す。
一方、このような発達障害のことを考えるときに気

をつけねばならないのは、子どもの能力には社会性、

活丿訓上、・１岩組性、知能など様々あり、能力のどれかが

平均値より少し低いのはよくあることで、ある意味で

仙性ともいえます。軽い障害であれば個性と紙一重と

もいうこともあるので、障害というレッテル貼りでな

く、親や周叫がその子がうまくできない部分を理解し

て、できるように対応・支援していくべきです。

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１３２

さて、脳の発達への化学物質の影響は以前からわか

っていました。有機水銀による胎児性水俣病、鉛によ

る子どもの行動異常だけでなく、ＰＣＢでは、油症事

件、ミシガン湖汚染魚、スロバキアの工場汚染などで、

被害者（７：）母親から生まれた子どもが知能低下、多動を

示すなど疫学調査があります。ビスフェノールＡなど

にも動物実験のデータがあって、危険性が疑われてき

ま し た。

脳の構造と発達について説明しましょう。脳の神経

細胞は約１０００億あり、約６０兆のシナプスでつながって
います。このシナプスで繋がった多数の神経細胞のネ

ットワーク（回路）の活動が脳の働きのもとで、これ

が変化することによって記憶や新しい行動など脳の機

能が獲得されます。この大事な神経回路（シナプス）

はほとんどが胎児則の後半から１～２歳の頃に形成さ

れます。不幸なことに、この時期には栄養だけでなく

様々な有害化学物質が、母親の胎盤や母乳を通して子

どもの体の中に入ってきます。また、ヒトＣこは脳を守

る仕組みとして血液脳関門があり、人人であればこれ

が関所となって怪しげな化学物質をシャットアウトし

ます。しかし、胎児や乳児の時にはこの血液脳関門が

ほとんどありません。だから、胎盤や母乳を通して入

ってきたものは全て赤ちゃんの脳の巾にも入っていっ

てしまいます。

科学技術振興機枡（ＣＲＥＳＴ）の「環境ホルモン

など化学物質の脳機能発達への影響と毒性メカニズ

ム」研究プロジェクトで、私たちは［どのような化学

物質が、どのくらいの量で、どのような脳や行動の異

常を起こすか］を調べました。多くの実験結果が、子

どもの行動異常・脳の機能発達障害に様々なｔ；ｌ境化学

物質が原因となっている可能性を示しています。ＰＣ

Ｂのような「にせホルモン型」イヒ学物質によって、脳

内での卜卜状腺ホルモン依存性の遺伝子の働き（発現）

が撹乱し、神経回路（シナプス）形成がうまくいかな

くなり、知能（ＩＱ）低下や多動症が起こることがわ

かりました。また、ＤＤＴ、ペルメトリン、ＤＥＳな

どで、神経活動依存性の遺伝子発現が撹乱し、記憶な

どの後天的獲得行動に異常が起こる可能性がありま

す。さらに、遺伝子紙撚作物用除草剤として使われて
いるグルホシネートは、雌子ラットが互いに殺しあう

ほどに攻撃性を異常に高めますが、やはり神経冊動依

存性の遺伝子発現に奥常を起こすことが分かりまし



た 。

「ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症、アスベルガー症

候群などでは、子どもごとに異なる多様な症状とその

合併を持つことが多く、１つだけの診断名をつけにく

い」事実があります、脳の各部位がもつ機能け行勁）

と、それに対応する神経回路（シナブス）が形成され

る時期によって、有害化学物質への感受性にずれがあ

るため、「これら多様性と合併をもつ軽い脳の発達障

害は、時間的・空間的に異なる有害化学物質などの複

合汚染が原因」と説明できます。

胎児の複合汚染～次世代環境健
康学について～
森千里
（国民会議副代表、千葉大学大学院医学部教授）

健康は、免疫や栄養状態などの本人

の 状 態 、 水 や 空 気 な ど の 環 境 条 件、

そして生活習慣という３つの因子で

成り立っています。病気や生活の質
の低下には、外的因子である環境因子

と内的因子である遺伝的要囚が相互に関わっていま

す。環境因子には、化学物質による化学的要囚だけで

はなく、糾菌やウィルスなどの生物的要因、放射線な

どの物理的要因、ストレスや栄養状態などの社会・文

化的要因があって、これら全ての環境因子をみていく

ことが必要です。

生活習慣の改善によって疾患を予防するのが術生学

の慕本です。環境病は、的確な現状評価と教育を含め

た生活介入的対応によって改善することができるので

す 。

公衆術生とは、みんなの健康をみんなで守り、向上

させるヘルスプロモーション（健康増進活動）が大き

な課題で、その基盤は予防医学です。術生学を１８００年

代後半に初めて日本に導入したのは私の曽祖父の森鴎

外です。鴎外は、『術生新篇』を１８Ｓ）；７年に書き、術生

学は「健康を守ると同時にその増進をはかるべきもの

である」と述べました。これが日本の術生学の基本に

な り ま し た。

しかし、鴎外の考えた衛生学は現世代の人たちだけ

を対象としたものでした。当時は術生上の問題から感

染症などで亡くなる人が多かったのです。しかし、現

在ではそのような感染症で命を落とす人は非常に少な

くなり、イ心わりに命に関わるほどではないけれども生

活の質が低下する症状に苦しむ人が増えてきました。

そこで我々は、未来世代のための環境予防医学という

新たなアプローチを考えました。これから生まれてく

る子供たちのために環境を改善し、健康への悪影響を

予防することを「ゼロ次予防」と名づけました。未来

世代も含めたみんなの健康をみんなで守り、向上させ

る為の活動をしたいと考えています。

胎児の複合汚染を考えるには、ハイリスク・グルー

プとハイリスク・ライフステージに着目しなければな

りません。胎児期、新生児・乳幼児期がハイリスク・

ライフステージにあたります。また、化学物質に暴露

しやすいハイリスク・グループも存在します。こうい

う人は、ＰＣＢ濃度が高いと他の残留性化学物質やダ

イオキシンの濃度も高いことがわかっています。

そこで胎児の複合汚染への対応策として、第一に正

ｊｊｌな情報を伝達すること、第二に医学的な影響の判定

法を確立し、新しいリスク評価方法を開発すること、

第三に予防方法を開発すること、という３っを考えま

した。従来のリスク評価では、複合的な汚染や、個人、

胎児期や小児期など発達段階による感受性の違いも評

価の材料になっていません。

具体的には、マイクロアレイという技術を使って新

生児スクリーニング・診断をし、環境教育とリスクコ

ミュニケーションによって体内に入ってくる化学物質

の量を減らし、高濃度で蓄積している場合は、排出さ

れる量を増やせばいいと考えています。実際、高コレ

ステロール血症剤の投与で体内のダイオキシンがある

程度減らせることがわかっています。

このような取り組みを積極的に推進していくため、

去年に欠世代環境健康学プロジェクト］を立ち上げ、

本年にはＮＰＯｒ次世代環境健康学センター」を千葉

大学医学部の中につくりました。２１世紀を担う将来世

代の健やかな発育・発達と、生活の質の向上を目的と

した「次世代環境健康学」という研究・教育・実践を

統合した新しい学問分野をっくり、現状の認知、汚染

状況の正確な判定、人材育成に取り組んでいきたいと

考 えて い ま す。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ３２●



財務報告
Ｓ（）３年度は、皆様からご寄付をいただいたおかげで、

前年のような赤字は免れました。但し、既に受領済み

で今後の活動に充てる助成金も入っていますので、格

別利益が出ているわけでもありません。

年会費は個人会員で２０００円と安く設定しており、ほ

とんどはニュースレターの作成・送付の実費に相当し

ています。会費を増額してはどうかというご意見もい

ただきますが、会員数をさらに増やし、より大きな活

事 務局次長・会計担当菊地美穂

勁に発展させていくためには、現在の会費を維持した

いと考えております。お志と余袷がおありの方には、

今後とも会費に加えて応分のご寄付をいただければ幸
い で す。

また、ブックレットは一般書店には並んでいません

が、おかげさまで売れ行きは好調です。ブックレット

の販売と新会員の勧誘もよろしくお願いいたします。

２００３年度会計貸借対照表
２００４年９月３０日現在

科 目 金 額

１．資産の部
１．流動資産

現預金
現 金 現 金 手 元 有 高
普通預金みずほ銀行神谷野支店
郵 便 貯 金 郵 便 局

流動資産合計
２．固定資産

器具備品
固定資産合計
資産合計

２．負債の部
！．流動負債

未払金
預り金

流動負債合計
負債合計

３．正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計
負債および正味財産合計

２０，８６２

１，９３７，７４９

２３珀８，９３７ Ｅ５，Ｃ）５７，５４８

Ｆ５，（）５７、５４８

；７０６，０６８

７７０６，０６８

１１３，８６０

３，２１０

Ｆ５，７７６３，６１６

１１７，０７０

ｚ１，２３８６，１９３

１，２６０，３５３

１１７，０７０

５，６４６．５４６

Ｆ５，７６３，６１６

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏＬ．３２



２００３年度収支計算書
２００３年１０月１日から２００４年９月３０日まで

科 目 全 額

１．経常収入の部

１．会費・入会金収入

入会金収入

会費収入

２．寄付金収入

３．事業収入

シンポ他参加費収入

４．助成金収入

環境事業団助成金収入

セブンイレブン助成金収入

５．雑収入

経 常 収 入 合 計 （ Ａ ）

２、経常支出の部

１．事業費

講師謝礼

交通費

通信費

資料作成費

会場料

２．管理費

人件費

ホームページ関係費用

環境市民ひろば分担金

四谷事・務所家賃

雑費

経 常 支 出 合 計 （ Ｂ ）

経 常 収 支 差 額 （ Ａ ） - （ Ｂ ）

３．その他資金支出の部

１．固定資産取得支出

その他資金支出合計（Ｃ）

当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） - （ Ｂ ） - （ Ｃ ）

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

８５，０００

ニ２ぶ８，０００ １２、ｚ１２３，０００

１，５０４，２２０

１５１、４２０

２２川０，０００

Ｓ３３５，４５９

Ｃ５，９１４，０９９

ミ５，（５５３，７４６

１、（）００，０００

１，（）００、０００

１５２，０００

７８，０００

１，０２８，７１５

１，Ｓ３６９、８９１

３３，１５０ ３，１６１、７５６

２，４９１，９９０

１，５５１，８２０

１２６，０００

１９４，０００

２５９、５１３

Ｊ３６０，６５７

２００，０００

１，２６０、３５３

２００，０００

１、０６０，３５３

２３，８８０、１２５

ｚ１刃４０，４７８

※雑収入のうちブックレット販売代金は、７３３７刑Ｏ円、送料は２２、５９０円

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ３２０



高知県でこども条例が成立

難産していた「高知県こども条例」（以下「条例」）

は、継続審議をへて成立し、平成１６年８月６日、公

布、施行された。国はもとより、都道府県でも最初

の子供条例であり、「こどもの環境保健法」の成立を

めざしている国民会議にも参考になることが少なく

ないので簡単に紹介しておきたい。なお、詳糾は高

知県ホームベージで兄ることができる。

㈲ｔｐ：／／ｗｗｗ．Ｐｒ琵ｋｏｃｈりｐ／`ｋ（）ｃｌｏｍｏ／）

「条例」は読んでいただければ、余計な解説は無

用かもしれないが、まずは成立までの過程が而白い。

平成１３年度に８人の『みんなでつくろうｒこども条

例』委員」が身近な地域や学校の仲問と一緒に「こ

ども条例」モデルプランを作った。お母さんたちが

っくる「こども条例」、お山のこども条例、お父さん

たちによるミ二条例づくり、大学生がっくった「こ

ども条例」、四万十・高校生条例等々である。一例と

して、「江陽こども条例」について少しふれておく。

条例のメンバーは、徹底して子供の視点に立つ

ことにこだわり、子供の想いや願いを精一杯引き

出すことに努めました。子供たちは、今まで大人

にじっくり話を聞いてもらったことがなかったと

感勤し、大人は意外としっかりしている子どもた

ちの新鮮な意見に感動しました。未完成ではある

けれども小さな紳士、淑女として対等な人格とし

て対話することによって、今まで大人には見えて

こなかったものが見えてきたりします。大人の都

合 で 大 人 の 価 値 観 や ル ール を 押 しつ ける の で は、

本当に子どもたちが幸せになれるのかどうかわか

りません。子どもと大人の対話を通して、社会を

見つめ直す作業が大事ではないでしょうか。

（ＮＰＯ高知市民会議・山崎一寛）

ま た 、 県 内 の 小 ・ 中 ・ 高 校 ５ 校 の 児 童 、 生 徒 が

「子どもの権利条約」の学習や、県外地の子供だちと

の意見交換を行ったり、「こども条例」について考え

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．３２

代 表 立 川 涼

る交流会に参加している。さらには、「こども条例」

モデルプラン試食会、こども条例タタキ台タタキ会

など、広く県民各層の理解と支援を広げる努力もし

て い る。

平成１４年度には、以上のような個性的な「こども

条例」モデルプラン８案を、一つの条例にまとめて

年度末の議会に提案された。前例のないアンビシャ

スな条例であり議会は難航した。ｊ祉終的Ｃこは、原案

の第７条（休む・遊ぶ）「こどもは、自分自身を探し、

豊かにし、生きる力を養ったり、ありのままの自分

でいられるように、ゆっくり休んだり、遊んだりす

ることができます。」が削除されご一部字句修正の

上 通 過 し た。

本則の構成と各条のねらいは（・・・）で書かれ

ている。一見して、これまでの法律、条例とは基本

的な姿勢の相違がおわかりいただけよう。国民会議

のメンバーに関心があると思われる新７条（有害な

環境から守られる）は「こどもは、幸せに育つため

に、その妨げとなる児童虐待をはじめ、身休的及び

精神的に有害な環境に直面している場合は、その環

境から守られることができます。」となっている。本

条文は検討過程で追加されたものである。

なお、今年度中に「条例」の「子供バージョン」

の発表が予定されている。ついでながら、「条例」の

担肖は、高知県教育委貝会事・務局こども課ゆめ企画

班である。同課には子育ち支援班（「子育て」ではな

い ） も あ る。



高知県こども条例
前 文
こ ど も は 高 知 県 の 未 来 で す。 一 一 人 一 大 の こ ど も が 上 人 公 と し

て、ｌｒ１分自身を探し求め、夢を持・って幸せに竹っていくことは、
以民の願いであり、これからのｉ‘、・、’以１１以の１既かな未来を築いてい
く た め の 重 娶 な 課 趣 で す。
そ の た め に は 、 ま ず、 Ｌ Ｉ 本 国 憲 法 や 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約

な ど の 理 念 を 踏 ま え て 、 こ ど も の 人 権 が 守 ら れ な け れ ば な り ま
せ ん 。 も ち ろ ん 、 こ ど も も 社 会 の 一 貝 と し て の 役 割 を 自 覚 し、
社 会 の ル ー ル や 他 の 人 の 人 権 を 守 る こ と が 必 要 で す 。 し か し、
な に よ り 、 社 会 や 人 人 が 、 こ ど も を ー 人 の 人 間 と し て 認 め る こ
と７り斗１ｎ発点になります。
こどもが幸せを感じ、豊かに育っていける社会は、１１１１心に、

入 と 人 と か う ま く つ な が り あ え る よ う な 温 か い 社 会 で も あ り ま
す。 こ の よ う な 社 会 を っ く る た め に は 、 人 人 と こ ど も が き ち ん
と 向 き 合 い 、 知 恵 を 山 し 合 い 、 火 わ れ っ っ あ る 人 と 人 と の つ な
が り や 、 地 域 の つ な が り を 取 り 戻 す こ と が 必 要 で す。
こ の 条 例 づ く り の 過 仕 に は 、 多 く の こ ど も と 人 人 が 参 加 し、

長 い 時 間 を か け て そ れ ぞ れ の 思 い を 集 め 、 人 き な 力 と な る ひ と
つ の 形 に し て き ま し た。
こ の 条 例 を 活 か す の は 、 県 民 で あ る 、 こ ど も と 人 人 - 人 一 人

で あ り 、 こ ど も が 健 や か に 育 っ て い く た め の 収 糾 を 県 民 み ん な
で 進 め て い く こ と が 大 切 で す。
一 一 人 一 人 の こ ど も が 、 幸 せ で、 碧 ： か に 育 ち 、 自 分 の 人 上 の 十。

人公でいられることを人人が支援し、こども７うｃ高川以・で育って
良 か っ た と 感 じ ら れ る よ う な 社 会 を 築 く た め に こ の 条 例 を 制 定
し ま す。
第 １ 章 は じ め に

（めざすもの）
第１条この条例は、ｉ・、Ｉ；ｉ知県の未来を担うすべてのこどもが、
自ら考え行動し、夢や希望を持ち紅け、１１１然や郷ｌｌを愛し、心
１．１１かに健やかに育つことを目的とします。

（この条例が定めるもの）
第 ２ 条 こ の 条 例 は 、 前 条 の 口 的 を 辻 成 す る た め の 坊 木 的 な 七
え 方 を 県 民 全 休 で 共 行 し 、 こ ど も が 健 や か に 育 つ 環 境 を 整 え る
た め の 取 紅 を 総 合 的 か つ 叶 両 的 に 進 め て い く こ と を 定 め た も の
で す。

（こども）
第 ３ 条 こ の 条 例 に お い て 「 こ ど も 」 と は 、 １ ８ 歳 米 満 の す べ て
の 者 を い い ま す。

（大切にしたい考え方）
第 ４ 条 こ ど も は 、 ど ん な 立 場 、 条 什 、 状 況 の ト で 育 っ て い て
も 、 こ の 条 例 の 圭 人 公 で あ り 、 だ れ で も 一 一 人 の 人 川 と して 、 そ
の 人 桁 や 個 性 が 原 収 さ れ ま す。
２こどもは、自分１１１身を大切にし、他の人も大りＪにしなけれ
ば な り ま せ ん 。 こ の 場 合 に お い て 、 お 互 い の 権 利 の 行 使 か 制 約
さ れ る こ と が あ り ま す。
３ だ れ も 、 こ ど も の 人 桁 や 個 性 の 成 長 を 妨 げ る よ う な こ と を
し て は い け ま せ ん。
第 ２ 章 自 分 を 探 す

（あるがままで愛される）
第 ５ 条 こ ど も は 、 性 格 、 能 力 、 外 見 、 性 別 、 年 齢 令 に か か わ
ら ず、 社 会 の 人 切 な ‥ 一 員 と して だ れ か ら も 愛 さ れ 、 受 け 入 れ ら
れ ま す。

（学ぶ）
第 ６ 条 こ ど も は 、 幸 せ に 育 つ た め に 、 た く さ ん の こ と を 学 ぶ
権 利 を 持 っ て い ま す 。 こ ど も は 、 そ の 成 長 に 応 じ て 、 ど こ で 何
を 学 ぶ か 等 広 く 選 択 で き 、 失 敗 し て も 何 度 で も 学 び 直 す こ と が
で き ま す。

（有害な環境から守られる）
第 ７ 条 こ ど も は 、 幸 せ に 育 つ た め に 、 そ の 妨 げ と な る ５ １ ２ 巾 心
待 を は じ め 、 身 休 的 及 こ 丿 柚 神 的 に 有 害 な 環 境 に 吐 面 して い る 拗
合 は 、 そ の 環 境 か ら 守 ら れ る こ と が で き ま す。

（自分の権利を知る）
第 ８ 条 こ ど も は 、 自 分 が 持 っ て い る 様 々 な 権 利 に っ い て 、 正
し く 学 び 、 知 る 権 利 が あ り ま す。
第 ３ 章 夢 を 持 つ

（夢を持ち続ける）
第 ９ 条 こ ど も は 、 十 き る 力 と な る 将 来 の 夢 を 持 ち 、 仲 ば し、
そ れ に 向 か っ て 進 む こ と が で き ま す。

（人と交わる）
第 １ ０ 条 こ ど も は 、 夢 を 持 つ た め に 、 あ ら ゆ る 人 と 交 流 す る こ
と で 、 た く さ ん の 生 き 方 や 考 え 方 を 学 び 、 社 会 の 様 々 な 川 報 や
仕 糾 み を 知 る こ と が で き ま す。

（自然と交わる）
第１１条こどもは、心性やｆｌｌＪｊ亡丿｜ト歴かに育つために、自然を尖
心 し た り 、 休 験 し た り す る こ と が で き ま す。

（文化と交わる）
第 １ ２ 条 こ ど も は 、 心 性 や 創 造 性 留 か に 介 つ た め に 、 芸 術 、 ス
ポ ー ツ 、 伝 統 文 化 、 廿 遊 び 及 び 他 の 地 皿 の 文 化 に 触 れ る こ と が
で き ま す。
第 ４ 章 自 う １ を 表 す
第 １ ３ 条 こ ど も は 、 自 分 が 思 っ た こ と 、 感 じ た こ と を 輩 直 に 表
現 し た り 、 意 兄 を 衣 明 し た り す る こ と が で き ま す。
第 ５ 章 地 域 で 育 つ

（地域の役割）
第 １ ４ 条 こ ど も は 、 学 校 や 家 庭 だ け で な く 、 地 域 の 住 民 、 Ｉ Ｊ ｒ 業
者 、 川 休 と い っ た 地 域 の 様 々 な 人 々 と の か か わ り 合 い の 巾 で 育
つ こ と が 人 切 で あ る こ と か ら 、 地 域 の 様 々 な 人 々 は 、 こ ど も を
地 域 社 会 の 一 八 と し て 介 て る た め に 、 互 。 い に 、 ま た 、 学 校 、 家
庭 と 協 力 す る よ う 努 め ま す。
２ 地 域 の 様 々 な 人 々 は 、 こ ど も が ミ ５ 他 七 毒 の 文 化 を 学 び、
社 会 性 を 鑓 う た め の 体 験 の 機 会 を 捉 供 す る よ う 努 め ま す。

（学校の役割）
第 １ ５ 条 学 校 は 、 こ ど も の 学 び の 場 と し て だ け で な く 、 地 城 内
の つ な が り の 拠 点 の ひ と つ と し て 、 積 極 的 に 地 域 と 交 流 す る よ
う 努 め ま す。
２学校は、地域の一Ｈとして、・｜～、’ｊ卜ＩＦ等様々な資源をｊ仕！域に川
き、地域の活Ｊリμこ協力するよう努めます、
（家庭の役割）

第 １ ６ 条 家 庭 は 、 こ ど も が 育 つ 以 点 で あ り 、 こ ど も に 爪 本 的 な
生 乱 万 習 川 を 身 に っ け さ せ る 劣 と し て の 役 割 と こ ど も が 心 身 と も
に 安 ら ぎ 、 く つ ろ げ る 場 と し て の 役 割 を 持 っ て い る こ と か ら、
こ ど も を 保 駿 す る 者 は 、 こ ど も が 自 立 し た 社 会 の 一 一 員 と な る よ
う に 、 責 仔 を 持 っ て 介 て る よ う 努 め ま す。
２ こ ど も を 保 護 す る 嗇 は 、 地 域 や 学 佼 と 千 ｌ ｌ ｉ 価 的 に 交 流 す る よ
う 笏 め ま す。
第 ６ 章 未 来 を 創 【 つ く 】 る

（広める）
第 １ ７ 条 県 ・ は 、 こ の 条 例 が め ざ す も の や 内 容 を こ ど も に も 分 か
り や す い 様 々 な 手 段 や 方 法 で 広 め て い き ま す。
２ 以 は 、 こ の 条 例 が め ざ す も の や 内 容 を す べ て の 県 氏 に 広 め
るために、ｉ・、・詐１１県こども条例記念口を設けます。
（進める）

第１８条以は、県民・々り１引町村との辿携に努め、この条例に基づ
く 活 動 を 延 め ま す。
２ 以 は 、 県 の 収 糾 に つ い て 、 こ ど も の 視 点 に 立 っ て 進 め ま す。
（計画する）

第 １ ９ 条 以 は 、 こ の 条 例 が め ざ す も の や 内 容 を 実 現 す る た め、
Ｉ 浴 知 貼 こ ど も の 環 境 づ く り 推 進 計 両 （ 以 下 「 推 進 計 両 」 と い い
ま す い を 作 成 し ま す。
２狸ｉ進丿 ’し！｛ｉには、次のこと乞記心します。
（ １ ） こ ど も の 亡 見 を 聴 き 、 こ ど も の 意 見 が 適 切 に ｊ 卜 皿 さ れ
る７（ｙ識づくり及びこどもに閥するｉ砿思決定の過程にこどもが参
加 で き る 什 糾 み づ く り に 関 す る こ と。
（ ２ ） こ ど も が 学 び 直 す 機 会 及 び こ ど も の 属 場 所 づ く り に 関
す る こ と。
（ ３ ） こ ど も の 様 々 な 体 験 学 習 の 尖 施 及 び こ ど も の 自 発 的 な
活 勁 へ の 文 援 に 閥 す る こ と。
し 卜 こ ど も の 人 権 侵 書 に 対 す る ｊ 敗 済 に 関 す る こ と。
（ ５ ） そ の 他 県 が 必 要 と 忽 め る 湛 皿

（活【い】かし続ける）
第２０条知事の附属機関として、ｉ・、Ｔ砲ｌｉ県こどもの環麗づくり推
進 委 員 会 （ 以 Ｉ Ｊ こ の 条 に お い て 「 推 進 委 ｎ 会 」 と い い ま す。 ）
を 駿 置 し ま す。
２ 推 。 進 委 員 会 の 仔 務 は 、 次 の と お り と し ま す。
（ い 推 進 計 ㈹ の 作 成 又 は 変 皿 に 関 す る こ と 及 び 条 例 の 目 的
の実現に関する。収要な７）・。・一皿を、川介審廠すること。
（ ２ ） 推 進 計 両 に 基 づ き 県 が 人 施 す る こ ど も の 環 境 づ く り に
関 す る 収 組 の 状 況 に っ い て 、 知 事 ４ こ 立 見 を 述 べ る こ と。
３ 推 延 委 Ｈ 会 は 、 委 Ｌ Ｕ ５ 人 以 内 で 匍 Ｌ 織 し ま す。
４ 委 ｎ は 、 こ ど も に 関 し 識 見 の あ る １ ５ 巌 以 十 。 の こ ど も を 介 む
県 民 か ら 知 事 が 任 命 し ま す、
５ 委 八 の 任 川 は 、 ２ 年 と し ま す 。 た だ し 、 補 欠 の 委 付 の 任 川
は、ｌｍ任者の残征Ｊりｊ川とします。
第 ７ 章 そ の 他 必 要 な こ と
第 ２ １ 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 実 施 に 関 し
必要な・・卜項は麗則で定めます。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ３２Φ
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化学物質汚染のない世界をめざして
ＥＵの新しい化学物質規制-ＲＥＡＣＨ

ＲＥＡＣＨ（コラム参照）は、対象物質の多い総合的な化学物質規制なので導入されれば、化学物質

による健康影響や環境汚染が低減されます。しかも、このシステムは欧州だけでなく、これからの

世界巾の化学物質管理のあり方を大きく変える内容を含んでいます。

それだけに、化学業界や米国政府を筆頭に猛烈な攻撃や抵抗にさらされています。欧州議会での

審議の行方が注目される所以です。そこで、国民会議、有害化学物質削減ネットワーク、化学物質

問題市民研究会、ＷＷＦジャパン、グリーンピース・ジャパン、全国労働安全衛生センター、２００４

年アスペスト東京会議組織委貝会の７団体は、１１月２３日、東京・豊島区の東京芸術劇場で、ＲＥＡＣＨ

に関する国際市民セミナーを開催しました。

人間の制御を超える化学物質をどう規制するか
ナディア・ハヤマさん
（グ リ ーン ピース ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル の 政 策 担 当 シ ニ ア ・ オ フ ィ サ ー 、 ベ ル ギ ー ）

●代替原則の徹底と挙証責任の転換がカギ

毎日、私達は様々な合成化学物質に曝されていま

す。というのも、電機製品、衣服、化粧品、家具な

ど日常使用する消費財に含まれているからです。中

ＣこＣま慢性病の原因になるものもあります。しかし、

多くの化学物質は十分な情報が公開されていないた

め、対策を立てることすらできない状況にあります。

ＲＥＡＣＨは、こうした情報不足を解消するという目

的を持って提案されました。しかし、極めて危険性

の高い化学物質で、しかも安全性の高い代替品が存

在する場合でも引き続き使用できる、という抜け道

が付け加えられました。これは、大変困ったことで

す。安全な化学物質体系を実現する上で、最も重要

なステップは「より有害性の低い、又は無害の化学

物質にできるだけ代替していく」という “ 代 替Ｉ ’ 原

則 で す。
一方、代替原則を実施した場合には、様々なメリ

ットがあります。環境を汚さない “ グ リーン・ケミ

ス ト リ ー ” へ の 転 換 を 誘 発 す る 、 自 主 的 に 規 制 して

いる事業者とそれ以外との不公平を是正する、化学

産業への信頼感が回復に向かう、難分解性の化学物

質を順次削減することができるなどです。

非伝染性の病気一先天的疾病、免疫性疾患、発達

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．３２

不 良 、神経症やガンなどーの増加は、化学物質に起

囚 す る と の 懸 念 が 高 ま っ て い ま す。 従 来 の よ う に、

人体や環境に被害が出るのを待って対応するという

のでは、取りかえしのつかない被害をもたらすこと

に な り ま す。

代替原則の採用と挙証責任を規制当局から企業に

転換することが、安全な環境を取り戻す道と言えま

す 。

ここｊ
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労働者の健康改善にＲＥＡＣＨは必須
ロ ー ラ ン ・ ポ ー ゲ ル 氏
（ヨーロッパ労連労働安全衛生部研究員、ベルギー）

●労働階層により化学物質暴露に不平等な違い

化 学 物 質 に よ る リ ス ク は 、 今 日 の 欧 州 に お いて、

事故よりも大きな死亡原因となっています。最近発

表されたスペインでの調査によると、控えめに見積

もっても、労働に起因する疾病で年間１万５千人が死

んでいること、その主な病気はガンであり、その主

原因は化学物質であることが分かりました。関連す

る他の調査でも、同様の結果が出ています。

さらに、各種の調査から浮かび上がってくるのは、

化学物質に起因する病気の罹患率と社会階層とに明

確な関連性があり、それが社会的に不平等なレペル

までに達しているという点です。

特に呼吸器系疾患、皮膚病、アレルギー、ガンな

どにその傾向が著しいと言えます。１９９４年のフラン

スの調査では、化学物質の暴露率は、肉休労働者で

５４％、技術者で２７％、事務職で２１％、管理職はわず

か８％という結果が出ました。

また、化学物質の暴露を受ける労働者の１５％が、

５種類以上の化学物質に曝されていることも分かり

ました。化学物質の暴露という観点から、社会には

不平等があるわけです。

●ＲＥＡＣＨは、職場環境の改善に資する

化学物質の「登録」義務は、「評価」義務とつなが

っています。現在提案されている改革案は、「分剣ミ

ス」、すなわちリスクを過小評価するという事例を少

なくするようにしなければなりません。

「評価」システムは、無理な運営がなされた場合、

ｉ二｜彷情報を伝達するだけのものになる恐れがありま

す。初期段階での評価によって、安づ４ン｜生に関する分

類が行われ、それが製品パッケージにも反映される

わけですが、これは必要に応じて修正される必要が

あります。現在のシステムのままでは、初期段附で

の企業による評価がそのまま、一最終評価になる恐れ

があります。ＲＥＡＣＨは、健康影響に関し、モニタリ

ング制皮を改善する必要性があります。

次に現状では、職場において経営者は、労働環境

を 健 康 而 、 環 境 面 で 改 善 し よ う と の 憲 欲 が 少 な く、
一 方 で、 労 働 者 は そ の 結 果 を 消 極 的 に 受 け 入 れ る、

と い う の が ・ 一 般 的 で す 。 双 方 が 、 職 場 で の リ ス ク 評

価 を 行 え る よ う に す る 制 度 が 必 要 で す。

最 後 に Ｒ Ｅ Ａ Ｃ Ｈ に よ っ て 、 欧 州 化 学 品 庁 や 執 行 能 力

を 持 っ た 機 関 が 設 立 さ れ 、 現 存 す る 官 公 庁 が よ り 積

極 的 な 施 策 に 出 る こ と を 期 待 し て い ま す。

も っ と 詳 し く お 知 り に な り た い 方 は 、 次 の ウ ェ ブ

サ イ ト を ご 覧 下 さ い。

ｈｔｌｐ：／／ｔｕｔｂ．ｅｔｕｃ．ｏｒｇ

ｌhttp://www.ｃｈｅｍｓｅｃＪｊＩ’ｇ/

ｌｌｔｔｐ：／／ｅｃｂｊｒｃ．ｉｔ／

http://www.ｅｕｒｏｐａ.ｃｕ.ｉｎｔ/ｃｏｍｍ／ｃｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ／ｃｈｅｍｉｃａｌｓ／ｒｅ

ａｃｈ．ｔｈｍ

○ＲＥＡＣＨとは
●予防原則と代替原則の導入
有害化学物質による人の健康や生態系への影響への

懸念は、世界の緊、急課題の一つと言えます。この課題
に取り組むため、欧州でぱ疑わしきは予防的に規制
する ”という予防原則や、 “少しでも安全な物質に代
替する ”という代替原則を取り入れた化学物質規制案
ＲＥＡＣＨの導入が検討されています。
ＲＥＡＣＨとは、Ｒｅｇｉｓｔｍｔｉｏｎ（登録）、Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ（評仙）、

／ｘｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ（認可）、（コｌｅｍｉｃａｌｓ（化学物質）のそれぞ

れの頭文字をとった「化学品の登録・評価・認可」シ
ステムです。
欧州委貝会が２００１年に白書『今後の化学品政策のた

めの戦略ｊにおいて捉案し、委貝会等での議論を経て
｜１１ヱ乍１０ＪＬＩＫタリ・｜ヽ ｜凌会及び理事会に最終案が提出されま
し た。

●３つのポイント
提案内容には３つのポイントがあります。

ｊ：Ｆ）欧州域内の事業者は欧升１化学品庁に取り扱う化学物

質の有害性情佞等の提とｌｊｌ義務を負う。「登録」対象物
質の数は約３万と言われている。
②登録された化学物質ごとに提案される試験実施計画
について、ＥＵ各国の規制当局は評価し、必要に応じ
て試験の実施を要求することができる。「評価」対象
物質の数は、約５０００と言われている。
③発ガン性、変異原性、生訥直毒性、難分解性、生休薔
積性などの毒性物質について製造者は使用者に許可を
Ｉ必要とする。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ３２Φ



ＢＳＥ全頭検査廃止とアメリカ牛肉
輸入再開問題

ＩＢＳＥ の 反 省 か らで き た 食 品 安 全 基 本 法

２００３年５月に成立した食品安全基本法は、国民の

声や専門家の意見に耳をかさず、事業者利益を優先
した食品安全行政だったという反省が生み出したも
ので、きっかけはＢＳＥ発生でした。消費者の牛肉

離れが進み、畜産農家も、肉屋も、焼肉屋も困った
ため、何とか消費者の安心をあがなおうとして、食

品安全基本法を作り、安全委員会を設け、トレーサ
ビリティ法を作って牛の生産履歴を管理させ、肉に

するため処理する牛は、ゼロ歳から全頭、異常プリ
オンに感染しているかどうか検査するとしたのです。
当初から若い牛では感染を見つけることができない
ので、検査は無駄だという意見はありました。国際

的にも３０か月以上の検査で十分とされています。し
かし日本で全頭検査を続けたため、２１か月という若
い牛の感染を発見することができたのも事実です。

２ 科 学 的 評 価 と 管 理

食品安全委員会は、科学的リスク評価機関と位置
づけられており、国内ＢＳＥ対策について春頃から

評価を開始し、夏にはたたき台を出して、消費者や

生産者を交えた意見交換会を開きました。たたき台

には、検査は重要だが止めてもヒトヘの感染リスク

が高まるおそれはないと書いてありました。しかし、

若い牛の脳の検査で異常プリオンを見つけられない

なら、みつける方法を考えるのが科学です。脳には

禁積していなくても、感染牛の脊髄や回腸には異常

プリオンが薔積しているのですから。むしろ、食品

安全委貝会は、イギリスで感染した人たちは牛のど

の部位をどれくらい食べたのか、輸血による人から

人への感染がなぜ起きたのか、１皿液を含む牛の代用

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．３２
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乳が感染源ではないのか、などの問題を検討してほ

し い も の で す。

発見できない検査にお金をかけるのは無駄という

のは科学ではなく安全管理の問題で、農水省や厚労

省の仕事ですから、両省が自らの責任で、国民の意

見を聞いて決めれば良いことです。また、解休途中

での異常プリオンによる肉の汚染が現に心配されて

いるのですから、これを防止するという大問題を真

っ先に解決すべきです。

３ ア メ リ カ 牛 の 輸 入 禁 止 と 検 査 見 直 し

ＢＳＥ発生国の牛肉は全部輸入禁止にしてきたの

で、アメリカで発生したら輸入を禁止するのは当然

の措置でした。検査なしで伶入を再開しろ、などと

いう理不尽な要求は断れば良いはずです。しかしＷ

ＴＯ（世界貿易機関）体制は、国際基準をクリアし

ている商品の輸入を断ってはいけないという、商売

道徳に反するルールを作って世界におしつけていま

す。もし日本政府が、アメリカや国際的な要求には

従わざるをえないと判断したなら、食品安全委貝会

など利用せず、政治的な決断を下せば良いのです。

意見交換会でプリオン専門調査会の座長は、この

評価は国内対策に限ったもので、アメリカ牛肉翰入

再開とは肌関係であり、アメリカ牛のリスク評価な

ど、情報が少なくて科学が政治を利用した見本です。

到底できないと明言しましたが、新聞報道は、輸人

再開とするものばかりでした。



“現 代 ” 医 薬品の水資源汚染拡大と

その原因について
森 谷 隆

医薬品が今、水資源の汚染へと繋がる懸念が水資源環境

や環境化学を専門とする研究者の間で高まっていることを

ご存知だろうか。

風邪気昧だと感じた時に飲む風邪柴の錠剤を思い浮かべ

て頂きたい。Ｆ薬］として効果をもたらしてくれる物質は

何なのか……。錠剤１つの中には、数ｍｇのＦ薬」となる

有効成分が混ぜられている。そしてそれ以外の部分は、そ

の物質が体内の適切な場所でのみ吸収されるよう設計され

た補ｒ胎材料である。体に良い効果をもたらしてくれる部分

は、Ｆ有効成分ｊと呼ばれるほんの数ｍｇの部分である。

Ｆ有効成分］はどのように創造されるのか。一般的に、

良い治療方法が未だ存在しない病気を目標にして、その病

気の原因であろう生物学的現象を研究、調査し、［薬］が

効呆をもたらす可能性のある生物学的現象を絞り込む。次

に、その現象に対して試験管レペルで有効性（または活性）

を持つ化学物質を探す。有妨｜生か示唆された化学物質を絞

り込み、小動物試験などで検証する。この過程で、化学物

質の副作用や毒性が発見されれば、生物学的有効げ。（活出

を高め、かつ毒性を抑えるために化学物質の構造を人工的

に修正し、新たに合成する。このような試行錯誤を繰返し

病気の治療に有効と成り得る候補化合物をＵ１１出する。そし

て更に１０年以上の期間を費やし、前臨床試験や人での臨床

勉端皿こおいて有妨｜上と安全性が確認された後、初めて市場

へ向けて：製造・販売され、我々の目や体に入る。

現代の医薬品研究附発の過程で見逃せない重要な点は、

「有効成分」となる化学物質を｛ｌｌ｝出するため、更に人や

動物体内で有効性を発揮し持続する（１２時間、２４１１刎彫４８

時問など）ために化学物質の構造を人工的ｔ・こ設計、修正、

令成することにある。これが、多くの場合、化学物でｌの脂

浴性を高め、う’Ｊヽ１叫しにくい術造を持つものへと導く。この

ような化学物質がいったん市場に販売され始めると、現代

の大Ｊｃ生産・大１１Ｕｒｊ賞のサイクルに釆って広がって行く。

これが、［医薬品］ライフサイクルの真の姿ではないだろ

うか。

さて、現代の自然環境の中にどれだけ「医薬品化学物質」

が広がっているのか、簡単なデータを示そう。論文調査を

すると、古くは１９７６年頃から米国ミシガン大学の研究グル
ープ が 出 版 し た も の が あ る 。 だ が 、 こ の 問 題 に つ いて 出 版

されてきている論文は、１９％年以降のものが圧倒的に多い。

これらの論文データによると、次の医薬品が、飲料用上水、

下水、河丿川こ拡散している代表的な化学物質として分類さ

れて い る 。 簡 略 化 して 次 の リ ス ト と し た。

ＬＦ鎮痛薬・抗炎症薬卜‥一般的な痛み止めに使われる

頭痛薬など含まれる物質

２ イ 抗 生 物 質 ・ 抗 菌 物 質 」 … イ ン フル エ ン ザ や 風 邪 の 時

に 使 わ れ る 薬 に 含 ま れ る 物 質

３ス血中脂質調整薬卜・・？ｊｉｌ厨血症や高血圧に使われる薬

に 含 ま れ る 物 質

・Ｌ聞咆増殖ｌｆｐ胴剤ト‥がん治療の化学療法に使う薬に

含 ま れ る 物 質

５バ１瞳１二丁避妊薬ト‥ステロィド系の避妊薬に含まれる物

質

飲 料 川 上 水 、 下 水 、 河 川 に 多 く 検 出 さ れ る の は 、 ［ 鎖 痛

ＩＸ５・抗炎症薬ｊや「抗生物質・抗菌物質」である。秋や冬

に な る と 風 邪 を ひ く 人 が 多 く な る せ い か 、 季 節 変 動 して、

農薬などと同等な濃度（ｕがＬ -レペル）で検出できる例も

少 な く な い よ う だ 。 いず れ に せ よ 、 医 薬 品 に 含 ま れ る 有 効

成 分 化 学 物 質 が 、 医 薬 品 開 発 元 や 医 者 が 想 定 す る ほ ど 人 や

動物の体内でイ叉謝・分解させずに、下水に流され、環境巾

に 拡 散 し 、 回 り ま わ って 飲 料 肛 上 水 に 混 入 して 来 て い る 現

状 が あ る 。 世 界 保 健 機 構 （ Ｗ Ｈ Ｏ ） も こ の 問 題 に 気 付 いて

お り 、 有 害 性 の 研 究 や 評 価 を す る べ く 声 を 上 げ 始 め た 。 次

回 の 投 稿 で は 、 医 薬 品 化 学 物 質 の 詳 糾 を 収 り 上 げ、 こ の 川

題 に つ い て 考 えて 行 き た い と 思 う。

（出所）
Ｈｃｂｅｒｃｌ・、Ｔ、、２００２．０ｃｃｕｒｒｃｎｃｅ、『ａｌｃ、ａｎｄｌ・ｃｌｎｏｖａｌ（）ｒｐｈ１１１゙ｌｍｃｅｕ面ａｌ
ｌ弓ｉ山ｃｓｉｎｔｈｃａｑｕhttp//www.ｉｌ.ｏｎｍｅｎ１：ａｒｃｖｉｃｗｏｌ’ｒｃｃｅｎｔｓでｓｃａｒｃｈｄａｔａ.ＴｏｘｉｃｏｌｏｇｙＬｃｕｃｌ゙ｓ、

１３１、５、１７．
Ｊｏｌｌｃｓ、Ａ．Ｈ．０．．Ｎ、ｖｏｕｌｖｏｕｌｉｓ、ｊ．Ｎ．Ｌｃｓｔｃｒ．、２００１Ｐｏｌｃｎ面卜ｍｐａｃｌ❹
ｐｈａｎｍｃａｌｔｉｃａｌｓｏ【１
ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｌａｌｂｅａｌｔｈ．ＢｕＵｃｔｉｎｏｈｈｃＷｏｒｌｄＨｅａｌｔｈＯ噌ａｎｉｚａ而１１、８１
（珀）、７６８-７６９、
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○佐賀学習会

Ξ｜
一

一

ｌ
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国民会議の活動は全国の会員の皆様に支えられています。今まで東京を中心
に開催してまいりました国民会議の学習会ですが、今回は佐賀で開催させてい
ただくことになりました。お近くにお住まいの会員の方々、お待たせいたしま
した｜
◇日時：２００５年２月２Ｇ日（土）１３時３０分～旧時３０分
◇場所：佐賀勤労者総合福祉センター（メートプラザ佐賀）多目的ホール
◇テーマ：化学物質と子どもの健康を考える
◇講師：木下敏之氏（佐賀市長）※折衝中

黒田洋一郎氏（東京都神経科学総合研究所、ＣＲＥＳＴ）
立川涼氏（国民会議代表）ほかー

回 芸 ． ｀ ’ ｉ Ｓ．

０ 御 礼 川 月 ６ 日 の 総 会 に は 会 場 に 溢 れ る ほ ど の 方 々 の ご 参 加 を い た だ き あ り
が 海 気 戸 が h t t p : / / w w w . ヽ ＝ Ｉ Ｉ Ｉ - - ‘’

一一 -。一一、ゝレ隔 ’に明Ｕｔ-Ｃ叩リ
が と う ご ざ い ま し た 。 な お 、 会 場 へ の 道 順 案 内 不 足 の た め 、 ご 迷 惑 を お 掛 け し

ま し て 失 礼 を 致 し ま し た。

○ 会 費 振 込 な ど 送 金 に つ い て の お 願 い 同 封 の 払 込 取 扱 票 に て 新 年 度 会 費 （ ０ ４

年 １ ０ 月 ～ ０ ５ 年 ９ 月 ） を 郵 便 局 で ご 送 金 さ れ た く お 願 い 申 し 上 げ ま す。
串 卜 「 ぶ 応 岫 し ー ¬ Ａ - ７ 肖 ≒ ・゜’また「通信欄」に、入金の理由（入会金、年会費、寄付金、またはプックレ
ット代など）を必ずお書き下さい。理由の記載がない場合は、未納年会費に充
当し、余りは寄付金と処理させて戴きますのでご了承下さい。
-

闇 呪 ｆ ｉ

ご注文の方法は、ＦＡＸ（０３-５３６７-２フ３６）、電子メール（ｋｏｋｕｍｉｎ-
ｋａｉｇｉ＠ｓｙｄ．ｏｃｊｎ．ｎｅｊｐ）、または電話（０３-５３６８-２フ３５）にて、お名前・会員
番号・冊数などをお知らせ下さい。

回 ． ＝ ＝ ・ Γ Ξ ■ ｌ ●

｜○月５日環境省ＳＰＥＥＤ’９８改訂ワーキング
グループ会合座上にて中下事務局長意見発
表

１０月６日容り法改正市民案についての学習会
開催

１０月１４日常任幹事会開催
１１月６日常任幹事会開催
１１月６日幹事会開催
１１月６日総会、記念講演会開催
１１月フ日予防原則プロジェクトミーティン
グ開催

月月８日毎日新聞朝刊にブックレット③の紹
介記事掲載

１１月７４日中日新聞朝刊にブックレット支の
紹介記事掲載

１１月２３日国際市民セミナーＦ化学汚染のなｊ
ｌゝ ４４↓ロコ４-≒よー` ’・一一い世界をめざして-ＥＵの新しい化学物質
規制（ＲＥＡＣＨ）ｊ共催

１１月２９日井口泰泉先生講演会「環境ホルモ
ン晟前線」開催（第二東京弁護士会共催）

都合により、事務局が不在の日が多
くなっております。お問い合わせ等へ
の対応に時間ＺＤ切功咤）、皆様にご迷惑
をおかけしていることをお詫び申し上
げます。現在、体制を整えております
ので、しばらくはご不便をご容赦下さ
いますようお願い申し上げます。

なま士シン・・ｓｊ！括ン聊策国民会議 提言と実行
ニ ュ ー ス レ タ ー 第 ３ ２ 号

２００４年１２月発行

発 行 所
ダイ オ キ シ ン ー 環 境 ホ ル モ ン 対 策
国 民 会 議 事 務 局
〒１６０，０００４
東京都新宿仄四谷１-２１

戸川ビル４片
ＴＥＬ０３，５３６８-２７３５
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民会劃発足もその頃。主ｉ寅は、ほほえみの貴公子ヨン様と、永
遠のマドンナ吉永小百合さん。
唐突にこのお２人を並べることは、お２

人にとっても、また大勢のファンの方々に
とっても、ご迷惑かも知れない。しかし、
環境ホルモンやダイオキシンのことがあま
り報道されなくなった今、ここでお２人に
ご登場願うことをお許し戴きたい。
先月末来日したぺ・ヨンジュン。成田に

集まった報道陣５００人。テレビカメラ数十
台。都心に向かう車をヘリが追跡。ＮＨＫ
もトップニュース。宿泊先のホテルでは行
列が出来てケガ人も出た。一般紙も１面で
写真付きの熱い報道。狂奔するメディアと
の 批 判 も。
６年前の１９８年。報道のトップはダイオ

キシン問題。大手各紙は連日のように「大
気汚染度のダイオキシン調査、全都道府県
に拡大ｊｒ一般廃棄物最終処分場、３割
５３８施設に欠陥、有害物質しみ出る恐れ、
厚生省調査ｊＦ環境庁３６施設の緊急立ち入
り調査を指示Ｊｒ母乳中のダイオキシン、
許容量の６倍」などと今調べても枚挙にい
とまがない。その頃発刊のｒ奪われし未来Ｊ。
当時のアメリカ副大統領ゴアが巻頭言を寄
せた。人類が生存の危機にあるとの認識。
このｒダイオキシン・環境ホルモン対策国

しかし、１０１年に入るとダイオキシン問
題は急速にマスコミから姿を消した。
私が高校生の頃、学校に貼ってあった同

年代の小百合さんのポスター。デビューし
たその頃の清楚なままで、還暦近い小百合
さんは活躍している。１８歳の時「キュー
ポラのある衝」で主演女優賞を得てから、
齢を重ねるごとに女優として人として魅力
と厚みを増した。Ｆ戦争と人間ＪＦ男はつら
いよｊＦ青春の門ｊＦ動乱」「夢千代日記」
Ｆ細雪」「天国の駅」「おはん」それに最近
の「千年の恋・ひかる源氏物語ｊなど名作
に出演し続け、その他１８年間にわたりラ
イフワークとしてのｒ原爆詩の朗読Ｊ。
ダイオキシンなどの有害化学物質はその

姿を見せない。人がそれを告発し続けるこ
とによってのみそれらは存在し続ける。
ヨン様フィーバーも良いが、小百合さん

の継続に学びたい。
多くのＮＰＯ盛衰の中、６年間ねばり強

く研究・啓蒙・提言・出版などの活動をし
てきたこのＥ国民会議Ｊ。代表の立川涼先
生をはじめ関係する皆様に心からの敬意を
表 し た い。
私は男だからヨン様の追っかけをするの

はおかしい。今後も熱烈なサユリストであ
り続けよう。どうぞ皆様よいお年を！！
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